
後
の
沖
縄
観
光
は
成
熟
市
場
で
あ
る
国

内
観
光
客
と
成
長
市
場
で
あ
る
ア
ジ
ア
や

欧
米
観
光
客
の
異
な
る
市
場
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
魅
力
づ
く
り
が
必
要
だ
。

美ち
ゅ

ら
島
か
ら

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
へ

「
沖
縄
観
光
と
い
え
ば
海
」
︱
︱
観
光

客
が
沖
縄
観
光
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
サ

ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
青（
碧
）い
海
と
白
い

砂
浜
、そ
し
て
真
夏
の
青
い
空
が
圧
倒
的

に
強
い
。こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
一
九
七
五

年（
昭
和
五
十
年
）の
沖
縄
国
際
海
洋
博

覧
会
と
そ
の
後
の
航
空
会
社
主
導
に
よ
る

沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
降
に
作
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
に
見
る
と
沖
縄

観
光
の
魅
力
の
中
心
は
そ
の
文
化
的
特
性

に
あ
っ
た
。

琉
球
王
国
時
代
か
ら
戦
前
ま
で

一
五
世
紀
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
や
中
国
、

韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
易
を
通
じ
て
、

琉
球
王
国
で
は
芸
能
、
工
芸
、
建
築
、
食

な
ど
独
特
な
文
化
が
育
ま
れ
、
そ
の
魅
力

二
〇
二
〇
年
︱
︱
こ
の
言
葉
が
日
本

で
は
大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
」
が
日
本
の
観
光
を
大

き
く
発
展
さ
せ
る
起
爆
剤
に
な
る
と
の
期

待
で
あ
り
、
今
後
、
開
催
地
東
京
だ
け
で

な
く
全
国
各
地
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
世
界
中
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込

む
た
め
の
動
き
が
激
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
二
〇
二
〇
年
は
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
那
覇
空
港
第

二
滑
走
路
供
用
開
始
が
二
〇
二
〇
年
三
月

三
十
一
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
急
成
長

を
遂
げ
て
い
る
ア
ジ
ア
市
場
か
ら
の
直
行

便
就
航
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今

下
地  

芳
郎

11 特集◉観光研究の今日的課題とこれからを考える——公益財団法人日本交通公社 調査研究専門機関化50周年記念
特集 3 地域主体の観光まちづくりと産学官の連携・役割——沖縄「観光地ブランディング」の視点からの考察

3

地
域
主
体
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
と

産
学
官
の
連
携
・
役
割

　
　
　
―
―
沖
縄「
観
光
地
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」の
視
点
か
ら
の
考
察

琉
球
大
学
観
光
産
業
科
学
部
観
光
科
学
科
　
教
授 

学
長
補
佐

出典：沖縄県立総合教育センター『琉球アーカイブ』

図1  琉球王国時代の交流
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を
伝
え
た
伝
記
は
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
（
図
１
）。

明
治
大
正
時
代
に
は
柳
田
國
男
を
中
心
と

す
る
民
俗
学
者
が
沖
縄
に
注
目
し
て
お
り
、

研
究
目
的
の
訪
問
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
に
大
阪

商
船
が
実
施
し
た
七
泊
八
日
（
沖
縄
滞
在

は
三
泊
四
日
）
の
ツ
ア
ー
が
日
本
に
お
け

る
沖
縄
観
光
ツ
ア
ー
の
始
ま
り
で
あ
る
が
、

沖
縄
の
風
景
や
建
築
、
工
芸
、
泡
盛
や
食

事
な
ど
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。

民
俗
学
者
柳や

な
ぎ

宗む
ね
よ
し悦

は
著
書
『
琉
球
の

富
』（
昭
和
十
四
年
）
で
、
琉
球
王
国
時

代
の
文
化
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、

首
里
城
近
辺
に
つ
い
て
「
日
本
で
一
番
美

し
い
城
下
町
」
と
絶
賛
し
、
芸
能
に
関
し

て
も
遠
い
距
離
に
あ
る
の
で
は
な
く
「
近

い
時
間
の
上
」
に
あ
る
と
表
現
し
た
。

戦
後
の
沖
縄
観
光

国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
沖

縄
の
文
化
資
源
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
そ
の

大
半
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
後
の
沖
縄
の
イ

メ
ー
ジ
は
米
軍
基
地
の
島
へ
と
変
化
し
た
。

米
軍
占
領
下
の
沖
縄
観
光
を
支
え
た
の

は
、
戦
争
で
焼
け
残
っ
た
文
化
財
を
訪
問

す
る
米
兵
や
、
戦
後
建
立
さ
れ
た
慰
霊
碑

を
訪
問
す
る
全
国
か
ら
の
慰
霊
訪
問
団
で

あ
っ
た
。
慰
霊
を
行
っ
た
あ
と
の
活
動
は
、

戦
前
の
沖
縄
観
光
の
中
心
で
あ
っ
た
文
化

を
楽
し
む
内
容
で
は
な
く
、
関
税
の
か
か

ら
な
い
高
級
舶
来
品
の
買
い
物
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
沖
縄
は
、
そ
れ
ま
で
の
琉
球
王

国
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
に

加
え
て
、
米
軍
占
領
下
で
も
た
ら
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
文
化
（
音
楽
、
建
築
、
食
な
ど
）

も
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
独
特
な
文
化
を
築

い
て
き
た
。
現
在
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
「
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
」
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
う
し
た
歴
史

に
基
づ
く
地
域
文
化
の
再
評
価
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
工
芸
や
芸
能
体
験
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
増
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

「
空
手
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
大
き

な
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
沖
縄
空
手
の

フ
ァ
ン
は
世
界
中
に
約
五
千
万
人
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
空
手
フ
ァ
ン

の
「
聖
地
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

選
ば
れ
る
た
め
の

観
光
ま
ち
づ
く
り

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性

人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
に
は
「
交
流
人
口
」
が
重

要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
全
国
で
高
ま
っ

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
地
域
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
観
光
客
獲
得
に
必
死
で

あ
る
。

一
方
、
地
域
側
が
発
信
す
る
魅
力
は
競

合
地
と
の
明
確
な
差
別
化
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
あ
い
ま
い
な
全
方
位

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
現
在
、
日
々

膨
大
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
お
り
、
消
費

者
に
は
旅
行
（
国
内
、
海
外
）、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
食
事
、
ゲ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
選
択
肢
」
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
旅
行
、
特
に
宿

泊
を
伴
う
旅
行
を
消
費
者
か
ら
選
択
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
明
確
で
心
に
残
る

強
力
な
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
必
要
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
本
質
は
、「
差
別

化
」
に
あ
る
が
、
観
光
地
の
取
り
組
み
は

ま
ね
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
持
続
的
な
差
別

化
は
困
難
で
あ
り
、
頻
繁
に
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。

観
光
地
も
、

「
認
知
（
知
ら
れ
て
い
る
）」

「
連
想
（
真
っ
先
に
思
い
つ
く
）」

「
知
覚
品
質
（
消
費
者
に
と
っ
て
必
要

な
質
）」

「
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
（
リ
ピ
ー
ト
率
）」

と
い
っ
た
要
素
の
強
弱
に
よ
っ
て
ブ
ラ

ン
ド
力
に
差
が
出
る
。

観
光
地
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
顧
客
に
対
す

る
新
た
な
価
値
提
供
と
な
る
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。

一
方
、
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
力
を
維
持
強

化
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
必
要
で

あ
る
。
利
害
関
係
者
が
多
岐
に
わ
た
る
観

光
地
に
お
い
て
、
一
貫
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
観
光
客
や
業

界
、
地
域
住
民
の
満
足
度
、
経
済
効
果
、

観
光
保
全
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
観
光
資
源

状
態
な
ど
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
観
光

地
評
価
指
標
を
設
定
し
、
定
期
的
に
ブ
ラ

ン
ド
力
を
評
価
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ち
ま
ー
い
（
ま
ち
歩
き
）
に
よ
る

地
域
活
性
化

公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
沖
縄
県
に

お
い
て
は
、
観
光
客
の
移
動
は
レ
ン
タ
カ

ー
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
沖
縄
県
内
に
は

二
万
台
を
超
え
る
レ
ン
タ
カ
ー
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
率
は
半
数
以
上
に
達
し
て
い
る
。
一
方
、



高
齢
化
や
運
転
免
許
を
持
た
な
い
若
者

層
の
増
加
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
な

ど
、
沖
縄
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
変

化
し
て
お
り
、
バ
ス
や
電
車
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
整
備
強
化
を
求
め
る
声
が
強

く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
那
覇
市
観
光
協
会

が
始
め
た
「
那
覇
ま
ち
ま
ー
い
（
ま
ち

歩
き
）」
が
徐
々
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
年
）
度
か
ら
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、二
〇
一
〇
年
度
（
平

成
二
十
二
年
度
）
に
開
始
し
た
こ
の
事
業

は
、
那
覇
市
内
の
主
要
観
光
地
を
ガ
イ
ド

と
一
緒
に
歩
く
ツ
ア
ー
で
、
料
金
が
千
円

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
徐
々
に
参
加
者
が

増
え
て
き
た
。
現
在
約
四
十
の
コ
ー
ス
を

六
十
人
の
ガ
イ
ド
が
担
当
し
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
末
に
は
県
内
各
地
の
観
光

協
会
と
の
連
携
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
を
目

指
し
て
「
ま
ち
ま
ー
い
協
議
会
」
も
設
置

さ
れ
た
。
ガ
イ
ド
が
地
域
を
丁
寧
に
紹
介

す
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
満
足
度
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

那
覇
市
を
中
心
に
始
ま
っ
た
「
ま
ち
ま

ー
い
」
は
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
商
品
開
発
、
ガ
イ

ド
養
成
、
予
約
や
問
い
合
わ
せ
対
応
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
着
地
型
商
品
」
が

抱
え
る
課
題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
の
受
け
入
れ
は
こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
と

こ
ろ
だ
。
地
域
観
光
協
会
は
財
政
基
盤
が

弱
く
、
事
務
局
運
営
経
費
の
確
保
と
い
っ

た
構
造
的
問
題
も
あ
る
（
写
真
）。

産
学
官
連
携
に
よ
る

観
光
振
興

沖
縄
県
観
光
振
興
基
本
計
画（
二
〇一二

年
〔
平
成
二
十
四
年
〕
策
定
）
で
は
、
観

光
振
興
に
関
す
る
推
進
態
勢
の
再
構
築

に
関
し
、
産
学
官
一
体
と
な
っ
た
沖
縄
観

光
の
推
進
を
実
現
す
る
と
規
定
し
て
い
る

が
、
現
状
は
産
学
官
連
携
が
十
分
機
能

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。「
産
」と「
官
」

の
関
係
に
お
い
て
は
、
一
般
財
団
法
人
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を

窓
口
と
し
て
協
議
の
場
が
設
置
さ
れ
て
い

る
他
、
観
光
以
外
に
経
済
団
体
に
お
い
て

も
観
光
振
興
委
員
会
を
設
置
し
、
規
制

緩
和
策
や
各
種
観
光
振
興
事
業
の
実
施

に
対
す
る
観
光
行
政
へ
の
要
請
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

一
方
、
大
学
と
「
産
」
お
よ
び
「
官
」

と
の
連
携
は
十
分
で
は
な
い
。
産
学
連
携

と
し
て
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
は
見
ら
れ
る
が
、
教
員
の
一

部
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
組
織
的
な
連
携

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
学
官
連
携

に
つ
い
て
は
、
行
政
が
行
う
観
光
振
興
に

関
す
る
委
員
会
へ
の
教
員
の
参
加
は
あ
る

が
、
政
策
立
案
に
関
す
る
具
体
的
な
連
携

は
不
十
分
で
あ
る
。

沖
縄
県
で
は
観
光
に
関
す
る
将
来
構

想
と
し
て
、「
世
界
水
準
の
観
光
リ
ゾ
ー

ト
地
」
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
が
、

目
標
の
達
成
に
向
け
て
従
来
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
以
下
の

二
点
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
振
興
産
学
官
連
携
協
議
会
の

設
立

観
光
産
業
は
総
合
産
業
（
い
わ
ゆ
る
六

次
産
業
）
で
あ
り
、
観
光
の
基
本
で
あ
る

「
魅
力
づ
く
り
」「
誘
致
活
動
」「
受
け
入

れ
態
勢
」
の
各
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み

を
共
同
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
観

光
客
が
地
域
経
済
発
展
や
地
域
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
資
源
開
発
や
受
け
入
れ
な
ど
に
関

し
て
幅
広
い
関
係
者
が
連
携
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
現
時
点
で
関
与
度
の
低
い
大
学

と
の
連
携
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
琉

球
大
学
で
も
今
後
地
域
と
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

の
設
置
や
自
治
体
職
員
の
観
光
政
策
能

力
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
大
学
間
の
連
携
も
含

め
て
積
極
的
に
地
域
振
興
策
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
現
在
、
大
学
の
研

究
教
育
が
社
会
の
課
題
解
決
に
十
分
応

13 特集◉観光研究の今日的課題とこれからを考える——公益財団法人日本交通公社 調査研究専門機関化50周年記念
特集 3 地域主体の観光まちづくりと産学官の連携・役割——沖縄「観光地ブランディング」の視点からの考察

那
覇
の
市
場（
マ
チ
グ
ヮ
ー
） 

迷
宮
め
ぐ
り

出
典
：
那
覇
市
観
光
協
会
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え
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
り
、
大
学

改
革
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
再
生

の
核
と
な
る
大
学
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
図
２
）。

人
材
交
流

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
人
材
の
流
動
化
が
必
要
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
観
光
に
関
す
る

産
学
官
間
の
人
材
交
流
は
十
分
と
は
言

え
な
い
。
大
学
や
研
究
機
関
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
統
計
分
野
の
専
門
家
を
行
政
へ

派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
政
策
面
で

の
強
化
を
図
る
こ
と
や
、
行
政
か
ら
大
学

や
企
業
へ
人
材
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

専
門
知
識
習
得
を
図
る
な
ど
観
光
人
材

育
成
強
化
策
が
必
要
で
あ
る
。

公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
へ
の
期
待

海
外
先
進
事
例
の
調
査
研
究

世
界
中
で
観
光
客
獲
得
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
競
合
地
や
先
進

地
の
取
り
組
み
を
研
究
し
優
れ
た
分
野
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
地
域
単
独
で
は
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
困
難
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界

観
光
機
関
）
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開

発
機
構
）
な
ど
と
の
連
携
も
含
め
て
海
外

先
進
事
例
の
紹
介
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

失
敗
事
例
の
研
究

全
国
で
観
光
振
興
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
結
果
的
に
十
分
な
成
果
が
上
が

っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
観
光
立
国

実
現
に
向
け
て
さ
ら
に
地
域
が
主
体
的
に

取
り
組
む
た
め
に
は
、
成
功
事
例
だ
け
で

な
く
失
敗
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
地
域
の
責
任
追
及
型
で
は
な
く
、

「
原
因
」
を
タ
イ
プ
別
に
分
類
し
、
背
景

や
課
題
、
改
善
点
な
ど
を
示
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。　

人
材
交
流

効
果
的
な
観
光
政
策
の
立
案
・
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
統
計
・
分
析
・
企
画
・

実
行
力
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
統
計
・
分

析
力
は
専
門
的
知
識
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
状
で
は
観
光
行
政
に
こ
う
し
た
人
材
を

配
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
自
治
体

お
よ
び
観
光
協
会
担
当
者
を
対
象
と
し

た
定
期
的
な
研
修
や
職
員
の
派
遣
な
ど
の

支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
に
お
け
る
寄
付
講
座
開

設
や
全
国
各
地
の
実
践
者
を
財
団
の
「
研

究
員
」
と
し
て
任
命
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
創
設
な
ど
を
通
し
て
、
よ
り
地
域
と
の

連
携
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
し
も
じ　

よ
し
ろ
う
）

下
地
芳
郎
（
し
も
じ  

よ
し
ろ
う
）

　

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
法
学
部
卒
、
立

教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
博
士
課

程
前
期
課
程
修
了
。
一
九
八
一
年
沖
縄
県
入
庁
。
建

設
省
（
現
国
土
交
通
省
）
お
よ
び
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
研
修
、
沖
縄
県
香
港
事
務
所
所
長
、

沖
縄
県
観
光
政
策
統
括
監
な
ど
を
経
て
二
〇
一
三
年

沖
縄
県
退
職
。
同
年
四
月
か
ら
現
職
。
著
書
『
沖
縄

観
光
進
化
論
』。

図2  琉球大学地域貢献プロジェクト

筆者作成

◦大学におけるノウハウの蓄積
◦研究成果の地域への貢献

◦地域における観光振興課題抽出
◦持続可能な観光振興策活用

持続的な発展のための地域観光政策研究プロジェクト
（琉球大学）
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